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第3試合

可児工業高校 2 6 石動高校

得点

＜可児工業＞56分＃8石田・60分＃15森

＜石動＞3分＃9齋藤・13分＃16長谷川・33分＃10丸山・37分＃15作田・40分＃17島津・49分＃11中島

戦評

　石動高等学校のセンターパスにより第1Qが開始された。開始早々、石動がPC
を獲得し、#8石川が強烈なドラックを放つも可児工業高等学校のDFの好セーブに
阻まれる。2分石動#11中島のセンタリングを#9齋藤が合わせ先制点を挙げる。さ
らに13分石動#16長谷川将が確実にプッシュシュートを決め相手を突き放し、2－0
で第1Q終了。
　第２Q、石動の猛攻が続きシュートチャンスを作る。対する可児工業は前線に
ボールを送るが繋がらない。24分石動#15作田がサークルトップからフリーで
シュートを放つが得点には至らない。試合終了間際、両チームPCを取得するも得
点には至らず、2－0のまま前半が終了。
　第3Q、33分プレスカットから石動#10丸山が落ち着いてプッシュシュートを決め、
続く37分#15作田、40分#17島津が決め得点を重ねる。可児工業もパスを繋ぎ
サークルインするもシュートを打ち切ることが出来ず、第3Qが終了。
　第4Q、49分石動#11中島がPCのリバウンドを決め6－0とする。
55分、可児工業がインターセプトからカウンターを仕掛け最後は#8石田がゴール
右にシュートを決め一点を返す。勢いに乗った可児工業は終了間際#8石田の速
いリスタートからサークル内にボールを打ち込み#15森が華麗なタッチシュートを
決めるも、そのまま試合が終了。6－2で石動高等学校が勝利し、準々決勝戦に
駒を進めた。
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